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１　木や花をたいせつにし

美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
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３　明るい家庭をつくり

若い力を育てよう

４　よく働き
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５　協力し助けあい

住みよいまちにしよう

青梅市民憲章

〈毎月１日・１５日発行〉

青梅市役所秘書広報課

〒 198-8701

青梅市東青梅 1－ 11 － 1

☎ 0428 － 22 － 1111

FAX 0428 － 22 － 3508

発
行
・
編
集

◆秋の叙勲・褒章…２面　◆消費生活講座…３面　◆広報おうめ新年号掲載写真募集…４面　◆人事行政の運営等の状況…６、７面

◆受験生チャレンジ支援貸付事業…８面　◆市役所庁舎をライトアップします…９面　◆オンライン配信「ザ☆のど自慢」開催！…９面
今号の主な記事

感染リスクの低い公共交通を利用して

みんなでマナーを守って出かけよう

△密集回避の座席封鎖

東京都交通局

　皆さんのご協力のおかげで、電車、バス、タクシーなどの公共交通では、

新型コロナウイルスのクラスターは発生していません（１１月２日現在）。

　また、公共交通を利用することで感染する確率は、最も感染が拡大してい

た時期（３月下旬～４月上旬）でも、約１万回に１回（０．００９７％）でした。

※（公社）土木学会「新型コロナウイルスに関する行動・意識調査」（２０２０年）

感染リスクの低い公共交通

利用者がみんなで守る３つのマナー
　公共交通を利用する場合は、次の３つのマナーを守りましょう。また、せ

きやくしゃみは手で押さえず、上着の内側や袖で覆う「せきエチケット」も

大切です。

事業者も感染防止対策を充実
　市内の公共交通事業者

は、従業員等のマスク着用、

乗務前の体調確認、運転席

周りのビニールカーテン設

置、密集しやすい前方の座

席封鎖、消毒の実施、換気

扇・窓開け等による車内換

気など、さまざまな感染防

止対策を行って運行してい

ます。

△バス車内の消毒

西東京バス㈱

△半自動ドアの自動開扉

東日本旅客鉄道㈱

△飛まつ感染防止シート

京王自動車多摩西㈱

△運転席のビニールカーテン

西武バス㈱

　

こ
の
た
び
は
、
当
院
に
お
い
て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
院
内
感
染
・
ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
り
、
入
院
患

者
さ
ん
お
よ
び
病
院
職
員
に
感
染
者
が
発
生
し
、
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

８
月
26
日
の
院
内
感
染
発
生
後
、
２
つ
の
病
棟
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
別
の
２
つ
の
病
棟
で
院
内
感
染
が

発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
感
染
さ
れ
た
入
院
患
者
さ
ん
は
26
人
、

職
員
は
43
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
感
染
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
な

か
で
、
６
人
の
方
が
感
染
後
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
院
に
ご
入
院
い
た
だ
き
、
原
疾
患
の
治
療
に
専
念
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
経
過
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
、

病
院
長
と
し
て
断
腸
の
思
い
で
す
。
感
染
に
よ
り
面
会
が
制

限
さ
れ
る
中
、
ご
逝
去
さ
れ
た
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
の
ご
心

中
を
拝
察
し
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
10
日
か
ら
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
「
緊
急
事

態
措
置
」
と
し
て
、
一
部
病
棟
の
閉
鎖
、
入
院
停
止
、
予
約
外

診
療
停
止
、
救
急
外
来
停
止
と
い
っ
た
措
置
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
り
、
入
院
治
療
が
終
了
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
退
院
、
転
院
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
、
当
院
へ
入
院
で

き
ず
に
他
院
へ
の
ご
紹
介
と
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
な
ど
、
多

く
の
方
々
が
感
じ
て
お
ら
れ
る
ご
不
便
、
ご
不
安
に
関
し
て
も

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能

を
果
た
せ
て
い
な
い
現
状
に
忸じ

く

じ怩
た
る
思
い
で
す
。

　

現
在
は
西
多
摩
保
健
所
、
東
京
都
実
地
疫
学
調
査
チ
ー
ム
、

東
京
都
感
染
対
策
支
援
チ
ー
ム
、
東
京
都
看
護
協
会
の
支
援

を
受
け
、
院
内
の
感
染
対
策
を
一
か
ら
見
直
し
、
感
染
疑
い
者

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
職
員
へ
の
感
染
教
育
の
再
度
の

徹
底
な
ど
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
感
染
収
束
と
通
常
診
療
の
再

開
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、
多
く
の
方
々
よ
り
感
染
対
策

資
材
の
提
供
や
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
職
員
一
同
を
代
表
し
て
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

青
梅
市
立
総
合
病
院
院
長　

大
友
建
一
郎

問
い
合
わ
せ　

総
合
病
院
管
理
課
☎
22
・
３
１
９
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

院
内
感
染
・
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
受
け
て

子どものインフルエンザワクチン接種費用の一部助成

　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行を防ぐため、子どもがインフルエン

ザワクチンを接種した費用の一部を助成します。詳細は市ホームページ（記事ⅠＤ…２７１１１）を

ご覧下さい。

対象　接種日において市の住民基本台帳に登録されている１歳～中学３年生

助 成対象接種期間　令和２年１０月１日～３年１月３１日

助成回数　期間内に１人１回（他の制度による同種の補助を受けた場合は対象外）

助成金額　上限２，０００円

申 請方法　３年３月３１日（必着）までに申請書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記

入し、接種を実施した医療機関が発行した領収書（接種者の氏名、予防接種の種類、金額が分かるもの）

の原本等の必要書類を添付して郵送〒１９８－００４２東青梅１－１７４－１健康センターへ

問い合わせ　健康センター☎２３－２１９１

小・中学校の蛇口を

レバー式等に交換します

　市内の小・中学校の手洗い環境を整備するた

め、水道蛇口をレバー式等に交換します。

　この取り組みにより、児童、生徒が手指で直

接水道蛇口に接触する

機会を減らすことがで

き、新型コロナウイル

ス感染症予防が期待で

きます。

問 い合わせ　教育総務

課施設係

問い合わせ　都市整備部管理課交通担当

青
梅
市
立
総
合
病
院
で
の

※
記
事
の
内
容
は
11
月
４
日
現
在
の
も
の
で
す
。

※
最
新
情
報
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

出典　（一社）日本モビリティ・マネジメント会議
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令
和
２
年
青
梅
市
議
会
定
例

会
12
月
定
例
議
会
が
11
月
30
日

｟
月
｠
の
午
前
10
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
議
案
審
議
、
一
般
質
問

な
ど
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
例
議
会
の
内
容
な
ど
の

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
録
お
よ
び
委
員

会
記
録
に
つ
い
て
は
、
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
映
像
配

信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
・
録
画
中
継

を
し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

※
傍
聴
す
る
方
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
手
指
の
消
毒
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

映

像

配

信

シ

ス

テ

ム

の

Ｕ

Ｒ

Ｌ

が

変

わ

り

ま

す

11
月
16
日
か
ら
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変

わ
り
ま
す
。

※
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

市
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
「
第
８
期
青
梅
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画･

介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
、

福
祉
関
係
の
代
表
や
公
募
し

た
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
運

営
委
員
会
で
会
議
を
重
ね
、

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
計
画
の
素
案
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
で
き
ま
せ
ん
。

目
的　

青
梅
市
の
地
域
特
性

を
積
極
的
に
生
か
し
、
高

齢
者
の
自
立
を
支
援
し
、

尊
厳
を
も
っ
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
市
が
目
指
す

基
本
理
念
や
基
本
目
標
を

定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
施
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
と
介
護
保
険
事
業
計
画

を
一
体
的
に
策
定
し
ま

す
。

対
象

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
方

▽
当
該
案
件
に
直
接
的
な
利

害
関
係
を
有
す
る
方

　

青
梅
市
墓
地
公
園
空
き
墓
地

｟
区
画
墓
地
｠
の
使
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
し
込
み

11
月
24
日
～
12
月

21
日

※
申
込
書
の
配
布
は
、
12
月
17

日
ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
詳
細
は
広
報
お
う
め
11
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
管

理
係

令
和
２
年

特
殊
詐
欺
被
害
発
生
状
況

10
件
・
約
１
千
999
万
円

（
10
月
11
日
現
在
）

ガ

イ

ダ

ン

ス

に

よ

る

詐
欺
の
予
兆
電
話
に
注
意
！

　

市
内
で
も
、「
給
付
金
が

出
る
の
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
電
話
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

電
話
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
数
字
を
入
力
し
て
い

く
と
、
資
産
状
況
や
口
座
の

暗
証
番
号
な
ど
の
大
切
な
情

報
が
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
知

　

９
月
30
日
に
、
市
と
青
梅
き

の
こ
生
産
振
興
会
、
農
林
業
機

械
メ
ー
カ
ー
の
㈱
や
ま
び
こ
の

三
者
で
「
里
山
等
広
葉
樹
林
の

整
備
と
活
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
荒
れ
た

里
山
の
整
備
や
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
林

務
水
産
係

ら
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

電
話
口
で
犯
人
に
資
産
状

況
を
教
え
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

▽
自
宅
の
電
話
機
を
留
守
番

電
話
に
設
定
し
て
、
犯
人

と
の
会
話
を
避
け
る
。

▽
迷
惑
防
止
機
能
付
き
電
話

機
に
買
い
替
え
、
防
犯
対

策
を
実
施
す
る
。

　

秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
発
表
が
あ
り
、
市
内
で
は
５
人
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

—
敬
称
略
—

※
年
齢
は
11
月
３
日
現
在

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞

宝

双

光

章

柴
田
俊
雄
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
舩
木
伊
太
郎
（
66
歳
）

消
防
功
労
・
元
東
京
消
防

庁
消
防
監

瑞

宝

単

光

章

佐
藤
星
一
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
補

●
叙　

勲

瑞

宝

双

光

章

野
沢
慶
藏
（
68
歳
）

議
院
警
察
功
労
・
元
衆
議

院
参
事

▽
不
審
な
電
話
に
で
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
い
っ
た

ん
電
話
を
切
り
、
必
ず
誰

か
に
相
談
を
す
る
。

自
動
通
話
録
音
機
の
貸
与

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
自
動
通
話
録

音
機
の
貸
与｟
無
料
｠を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詐
欺
等
に
相
当
の
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
電
話
で
市
市
民
安
全

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

青
梅
警
察
署

防
犯
係
☎
22
・
０
１
１

０
内
線
２
６
１
２
、
市
市

民
安
全
課
市
民
安
全
係

閲
覧
場
所

▽
介
護
保
険
課
｟
市
役
所
１

階
｠

▽
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
｟
市

役
所
２
階
｠

▽
各
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
中
央
図
書
館

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｟
記
事

ID
…
２
６
９
９
１
｠

提
出
方
法

11
月
20
日
～
12

月
４
日
｟
消
印
｠
に
閲
覧

場
所
に
備
え
付
け
の
用
紙

｟
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
｠
に
意

見
・
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
直
接
持
参
…
介
護
保
険
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く

▽
郵
送
…
〒
198
—
８
７
０
１　

青
梅
市
介
護
保
険
課

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
…
FAX

22
・

３
５
０
８

▽
電
子
メ
ー
ル
…

d
i
v

1
5
1
7
@
c
i
t
y
.
o
m
e
.

l
g
.
j
p

※
件
名
は「
計
画
へ
の
意
見
」

と
し
て
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

介
護
保
険
管
理
係

　ハローワーク青梅では、青梅市等と共催し、福祉分野で就職を

希望する方の就職面接会を開催します。

日 時　１１月１８日（水）　午後１時３０分～４時

※受付は１時２０分～３時

会 場　福祉センター２階集会室

対 象　福祉分野で就職を希望する方

参加企業　６社（予定）

申 し込み　電話☎２４－８６４１でハローワーク青梅へ

問 い合わせ　ハローワーク青梅、市商工観光課商工労政係

▽

左
か
ら
浜
中
市
長
、
青
梅
き
の
こ

生
産
振
興
会　

内
沼
秀
夫
会
長
、

㈱
や
ま
び
こ　

永
尾
慶
昭
代
表
取

締
役
社
長
執
行
役
員

瑞

宝

単

光

章

梅
林
房
江
（
73
歳
）

統
計
調
査
功
労
・
各
種
統

計
調
査
員

●
褒　

章

黄

綬

褒

章

平
岡
治
房
（
61
歳
）

業
務
精
励
｟
金
融
業
｠・

現
青
梅
信
用
金
庫
理
事
長

　

以
上
の
ほ
か
、
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
で
１
人
の
方
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
体
験
農
園
は
、
農
園

主
の
指
導
の
も
と
野
菜
づ
く

り
が
体
験
で
き
る
農
園
で

す
。「
並
木
農
園
」
で
実
践

し
て
い
る
無
農
薬
・
無
肥
料

の
自
然
栽
培
に
つ
い
て
の
説

明
と
農
園
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

12
月
５
日
｟
土
｠　

午
前
10
時
～
11
時

※
雨
天
決
行

会
場　

並
木
農
園
｟
河
辺
町

７
—
３
—
５
｠

農
園
主　

並
木
す
み
江

注
意
事
項

▽
当
日
は
直
接
農
園
へ

▽
車
で
の
来
園
は
不
可

▽
汚
れ
て
も
よ
い
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

11
月
30
日
ま
で

に
電
話
☎
24
・
０
６
０
１

で
並
木
農
園
へ

問
い
合
わ
せ　

並
木
農
園
、

市
農
林
水
産
課

12

月

定

例

議

会

第
８
期
青
梅
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画･

介
護
保
険
事
業
計
画
｟
素
案
｠
へ
の

意
見
募
集

青
梅
市
墓
地
公
園
空
き
墓
地
使
用
者
募
集

電

話

に

出

た

ら

ガ

イ

ダ

ン

ス
？

そ

の

電

話
、

詐

欺

か

も

し

れ

ま

せ

ん

里
山
等
広
葉
樹
林
の
整
備
と

活
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

令
和
２
年

秋

の

叙

勲　

・

褒

章

ハローワーク青梅

福祉のしごと合同就職面接会ｉｎ青梅

農
業
体
験
農
園

「

並

木

農

園

」

見

学

会

並木農園

https://smart.discussvision.net/smart/
tenant/ome/WebView/rd/council_1.html　
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消
費
者
相
談
室
311

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
影
響
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
通
信
販
売
の
利
用
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
有
名
メ
ー
カ
ー

の
正
規
サ
イ
ト
を
模
倣
し
た

サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、

公
的
機
関
を
か
た
る
偽
の
サ

イ
ト
へ
誘
導
さ
れ
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

注
文
を
送
信
す
る
前
や
リ

ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
前

に
、必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例

▽
解
約
し
た
は
ず
の
動
画

配
信
サ
イ
ト
か
ら
利
用

料
を
請
求
さ
れ
て
い
る
。

メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ

て
も
返
信
が
な
い
。
電
話

し
て
も
「
手
続
き
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
み
受
け
付

け
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
流
れ
る
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広

告
を
見
て
、
有
名
家
電

メ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ト
で

掃
除
機
を
注
文
し
た
が
、

商
品
が
届
か
な
い
。
サ
イ

ト
に
掲
載
の
電
話
番
号

に
か
け
た
と
こ
ろ
、
有
名

家
電
メ
ー
カ
ー
に
つ
な

が
り
、
メ
ー
カ
ー
の
サ
イ

ト
を
コ
ピ
ー
し
た
模
倣

サ
イ
ト
だ
と
言
わ
れ
た
。

▽
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
上

の
広
告
を
見
て
、
家
具

メ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ト
だ

と
思
っ
て
購
入
し
た
。
そ

の
後
、
家
具
メ
ー
カ
ー
の

正
規
サ
イ
ト
で
、
模
倣
サ

イ
ト
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
見
て
、
自
分
が
購
入

し
た
サ
イ
ト
が
模
倣
サ

イ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
に

気
づ
い
た
。
模
倣
サ
イ
ト

は
す
で
に
閲
覧
で
き
な

い
状
態
だ
。

▽
総
務
省
を
名
乗
っ
て
「
２

回
目
の
特
別
定
額
給
付

金
の
特
設
サ
イ
ト
を
開

設
し
ま
し
た
」
と
い
う
、

メ
ー
ル
が
届
い
た
。
特
設

サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が

付
い
て
い
る
が
、
ク
リ
ッ

ク
し
て
も
大
丈
夫
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ

ん
。
注
文
前
に
、
返
品
・
解

約
の
条
件
、
販
売
事
業
者
の

連
絡
先
、
定
期
購
入
の
契
約

に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
有
名
メ
ー
カ
ー
等

の
サ
イ
ト
を
模
倣
し
た
サ
イ

ト
、
金
銭
や
個
人
情
報
の
搾

取
を
目
的
と
し
た
詐
欺
サ
イ

ト
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

サ
イ
ト
は
、
事
業
者
と
の
連

絡
が
取
れ
ず
、
被
害
回
復
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
少
し
で
も
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
利
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
践
例
に
通
信
販
売
の
利
用

が
示
さ
れ
て
い
る
な
か
、
今

後
も
、
消
費
者
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
等
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
消
費
者
相
談
室
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
発

表
資
料
を
も
と
に
作
成

消
費
者
相
談
室
☎
22
・
６
０

０
０
｟
相
談
専
用
｠

相
談
日
時　

月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
は

午
後
６
時
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

問
い
合
わ
せ　

市
民
安
全
課

市
民
相
談
係

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築

さ
れ
た
、
市
内
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
に
つ
い

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象　

所
有
者
が
み
ず
か

ら
居
住
す
る
戸
建
て
木
造

住
宅
｟
軸
組
工
法
２
階
建
て

以
下
｠

補
助
率　

経
費
の
２
分
の
１
以

内
限
度
額　

耐
震
診
断
…
上
限

５
万
円
▽
耐
震
改
修
…
上

限
50
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
と
、
状
況

に
応
じ
て
所
得
税
の
特
別

控
除
と
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
契

約
前
に
申
請
と
交
付
決
定

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
必
ず

契
約
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
時
に
必
要
な
書
類

▽
耐
震
診
断
…
①
家
屋
所
在

地
、
所
有
権
、
建
築
確
認
年

月
日
等
を
確
認
で
き
る
書

類
｟
建
築
確
認
申
請
書
な

ど
｠
②
平
面
図

▽
耐
震
改
修
…
①
②
の
ほ
か
、

診
断
結
果
報
告
書

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｟
記
事
ID
…
６
７
９
、６
８
０
｠

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
宅
課
住
宅
政

策
係

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

日
時

12
月
３
日
｟
木
｠

　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

市
役
所
２
階
204
・
205

会
議
室

内
容　

専
門
部
会
の
活
動
等

に
つ
い
て

定
員　

５
人
｟
抽
選
｠

傍
聴
受
付　

希
望
す
る
方

は
、
当
日
の
午
後
１
時
40

分
～
１
時
55
分
に
会
場

入
り
口
へ

※
手
話
通
訳
利
用
者
は
、
11

月
25
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
障
が
い
者
福

祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福

祉
課
認
定
サ
ー
ビ
ス
係

空
家
等
活
用
支
援
事
業
補
助
金

　

市
内
の
空
き
家
を
地
域
の
交

流
拠
点
｟
地
域
活
動
や
地
域
住

民
の
交
流
場
所
と
な
る
拠
点
｠

と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
方

に
対
し
て
、
空
き
家
の
改
修
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
方　

市
内
の
空
き

家
を
地
域
の
交
流
拠
点
と

し
て
３
年
以
上
活
用
す
る

見
込
み
の
あ
る
団
体
ま
た

は
個
人

補
助
対
象
と
な
る
空
き
家　

次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

建
築
物

▽
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
１
年

以
上
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
常
態
で
あ
る
建
築
物

▽
建
築
基
準
法
、
都
市
計
画
法

等
の
法
令
に
適
合
し
て
い

る
建
築
物

▽
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

建
築
物

補
助
対
象
事
業　

空
き
家
を
地

域
の
交
流
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
改
修
工
事
、

工
事
に
付
帯
す
る
備
品
の

購
入
・
設
置
に
か
か
る
費
用

補
助
額　

改
修
費
用
の
２
分
の

１
｟
上
限
50
万
円
｠

青

梅

市

空

家

バ

ン

ク

　

空
き
家
の
売
却
を
お
考
え
の

方
は
、
青
梅
市
空
家
バ
ン
ク
に

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

ど
の
よ
う
な
空
き
家
で
も
取

り
扱
い
を
検
討
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｟
記
事
ID
…
１
４
２
０
｠
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
～
10
日
は
第
72
回
人
権
週
間

問
い
合
わ
せ
　
市
民
安
全
課
市
民
相
談
係

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
の
第
３
回
総
会
で

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、
25
年
の

第
５
回
総
会
で
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
毎
年
12
月

10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
と
そ

の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

啓

発

活

動

強

調

事

項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

▽
同
和
問
題
｟
部
落
差
別
｠
を

解
消
し
よ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
及お

よ

び
性
自
認
を
理

由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▽
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
等

日
程

11
月
30
日
｟
月
｠
～
12

月
４
日
｟
金
｠

会
場　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

身
の
上
特
設
相
談

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と

な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時

12
月
１
日
｟
火
｠　

午

後
２
時
～
４
時

会
場　

市
役
所
３
階
相
談
室

費
用
無
料

申
し
込
み　

電
話
で
市
民
安
全

課
市
民
相
談
係
へ

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

人
権
侵
害
、
日
常
生
活
上

の
法
律
問
題
な
ど
、
弁
護
士

が
電
話
☎
03
・
６
７
２
２
・
０

１
２
７
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
１
人
あ
た
り
10
分
程
度

日
時

12
月
８
日
｟
火
｠　

午

後
５
時
～
８
時

費
用
無
料

安全な食品が知りたい！

～賢く見分ける方法～

日程　１２月４日（金）

講師　消費者問題研究所

代表　垣田達哉氏

定員　先着３０人（予約

制）

いずれも

時間　午後１時３０分～３時　　会場　市役所２階２０４会議室

対象　市内在住・在勤・在学者　　持ち物　筆記用具

その他　託児あり（先着・予約制） ▽マスクの着用、検温、手指の消毒にご協力ください。

申し込み　１１月１６日から電話で市民安全課市民相談係へ

消費生活講座 空
き
家
の
利
活
用
補
助
と
空
家
バ
ン
ク

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課
住
宅
政
策
係

ワクワクする片づけの新常識！

～快適な住空間をつくる方法を学びましょう～

日程　１２月９日（水）

講師　家事効率化支援アドバイザー　古堅純子氏

定員　先着２５人（予約制）

共催　東京都消費生活総合セ

ンター、青梅市

気軽に食品ロス～無駄なく使えて、体にもよい「おせち」の紹介～

日程　１２月８日（火）

講師　野菜ソムリエ　田代由紀子氏

定員　先着２０人（予約制）

その他　調理実習はありません。

△垣田達哉氏

△古堅純子氏

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃん
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｟
一
財
｠自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
市

で
は
、
第
８
支
会
内
の
自
治
会

｟
令
和
元
年
10
月
７
日
時
点
｠

へ
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
パ
ソ
コ

ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
備
品
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進

課
地
域
支
援
係

宝

く

じ

の

助

成

金

で

地

域

づ

く

り

ご
み
の
焼
却
禁
止
と

ま
き
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す
る
際
の
配
慮

　

ご
み
類
の
焼
却
は
、
法
律
や

都
の
条
例
に
よ
り
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
類

は
、
分
別
し
て
市
の
回
収
や
地

域
の
資
源
回
収
へ
出
す
な
ど
、

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
や
暖

炉
の
使
用
に
伴
う
、
煙
の
に
お

い
や
す
す
の
粉
じ
ん
に
関
す
る

相
談
も
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
掃
除
し
、
使
用

す
る
際
は
、
風
向
き
や
洗
濯
物

の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
近

隣
へ
の
最
大
限
の
配
慮
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
環

境
対
策
係

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か

ら
受
け
た
病
気
や
け
が
に
つ
い

て
も
、
保
険
証
を
使
っ
て
医
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
診
の
際
は
、
必

ず
、
第
三
者
か
ら
受
け
た
病
気

や
け
が
で
あ
る
こ
と
を
医
療
機

関
等
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」を
保
険
年
金
課｟
市

役
所
１
階
｠
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
加
害

者
や
加
害
者
が
加
入
す
る

自
動
車
保
険
会
社
等
に
請

求
し
ま
す
。

※
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
場
合
や
示
談
を
済

ま
せ
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。
事
前

に
必
ず
保
険
年
金
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仕
事
上
の
病
気
や
け

が
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
の
労

働
者
災
害
補
償
保
険
｟
労
災
保

険
｠
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど

に
よ
る
病
気
や
け
が
に
つ
い
て

は
、
給
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険

…
保
険
年
金
課
給
付
係
▽

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
…

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者

医
療
係

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
と
交
通
事
故

タ
ー
ン
を
試
算
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に

つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H Ph

t
t
p
s
:
/
/

w
w
w
.
n
e
n
k
i
n
.
g
o
.
j
p

を

ご

覧
に
な
る
か
、
青
梅
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

11

月

30

日

は
「

年

金

の

日

」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
す
日
と
し
て
11
月
30
日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

用
す
る
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み

額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

介
護
保
険
料
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
介
護
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
、
収
入
の
減

少
等
が
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
第
１
号
被
保
険
者
｟
65
歳
以

上
｠
は
、
申
請
に
よ
り
、
介
護

保
険
料
の
減
免
が
特
例
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
第
１
号

被
保
険
者

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
の
事
業
収
入
等
｟
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林

収
入
、
給
与
収
入
｠
が
前
年

と
比
べ
て
３
割
以
上
減
少

し
た
場
合
で
、
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
が
400
万
円
以

下
の
第
１
号
被
保
険
者

※
こ
の
制
度
は
、
国
の
基
準
に

基
づ
く
特
例
措
置
で
、
年
金

収
入
の
み
の
方
は
対
象
外

で
す
。

　

条
件
や
計
算
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｟
記

事
ID
…
２
２
４
４
９
｠
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
介

護
保
険
管
理
係

　

三
田
地
区
は
、
二
俣
尾
、

沢
井
、
御
岳
・
御
岳
山
の
３

つ
の
地
区
に
大
き
く
分
け
ら

れ
、
15
の
自
治
会
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
定
期
総
会
の
縮
小
開
催

を
は
じ
め
、
第
５
支
会
と
各

自
治
会
の
行
事
の
ほ
と
ん
ど

が
縮
小
ま
た
は
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
自
治
会
行
事
に
つ
い

て
も
、
開
催
の
目
途
が
立
た

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
、
特
に
九
州

地
方
で
は
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
施
設
の

不
足
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

へ
の
避
難
や
、
県
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に

制
約
が
生
じ
る
な
ど
の
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

三
田
地
区
で
も
、
昨
年
の

台
風
19
号
で
は
、
大
雨
に
よ

り
山
林
斜
面
の
崩
落
な
ど
の

土
砂
災
害
が
３
か
所
、
河
川

の
氾
濫
が
２
か
所
、
橋
の
流

出
が
１
か
所
な
ど
、
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
三
田
地

区
の
自
主
防
災
対
策
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
け
る
避

難
所
の
開
設
・
運
営
つ
い
て

の
検
討
・
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

三
田
地
区
を
「
安
全
で
安

心
な
住
み
よ
い
町
」
と
す
る

た
め
、
各
自
治
会
を
は
じ
め

関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災

対
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
H P

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
m
e
-

rengou.jp/

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推

進
課

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
64

令
和
２
年
度
三
田
地
区
の
現
状
に
つ
い
て
の
思
い

自
治
会
連
合
会
第
５
支
会
長　

平
岡　

孝
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国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
平
成
31
年
２
月
1
日
以
降

に
出
産
し
た
方
は
、
申
請
に
よ

り
、
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
す
で
に
そ
の
他
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
も
、
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
、
出
産
日
が
平
成
31

年
２
月
１
日
以
降
の
方

免
除
さ
れ
る
期
間　

出
産
日

｟
出
産
予
定
日
｠
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

｟
産
前
産
後
期
間
｠

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

日
｟
出
産
予
定
日
｠
が
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
｟
４

か
月
｠
以
上
の
出
産
｟
死
産
、

流
産
、
早
産
を
含
む
｠
を
言

い
ま
す
。

※
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
を

す
で
に
納
付
し
て
い
る
場

合
は
、
還
付
｟
返
還
｠
さ
れ

ま
す
。

※
産
前
産
後
期
間
も
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法　

本
人
確
認
書
類
、

印
鑑
、
出
産
日
｟
出
産
予
定

日
｠
が
確
認
で
き
る
母
子
手

帳
等
の
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
保
険
年
金
課
｟
市
役

所
１
階
｠
へ

※
母
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、

確
認
書
類
が
複
数
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
届
け
出
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

平
成
31
年
２
月
1
日
以
降
に
出
産
し
た
方
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

い

い

み

ら

い

△三田地区防災訓練（令和元年度）

マ
ス
ク
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
伴

い
、
使
用
済
み
マ
ス
ク
の
ポ
イ

捨
て
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
マ
ス
ク
に
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
雑

菌
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
も
、
使
用

済
み
マ
ス
ク
は
自
宅
へ
持
ち
帰

り
、
正
し
く
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　

使
用
済
み
マ
ス
ク
を
捨
て
る

際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
。

▽
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
し
ば
っ

て
封
を
す
る
。

▽
ご
み
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗

う
。

※
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
い
合
わ
せ　

清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
清
掃
係

使
用
済
み
の
家
電
製
品
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

市
役
所
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
住

友
金
属
鉱
山
ア
リ
ー
ナ
青
梅

｟
総
合
体
育
館
｠
に
、「
使
用
済

小
型
家
電
専
用
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象　

携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、

携

帯

音

楽

プ

レ

ー

ヤ
ー
、
カ
メ
ラ
｟
使
い
捨

て
カ
メ
ラ
を
除
く
｠、
携

帯
ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞
書
、

カ
ー
ナ
ビ
、
補
助
記
憶
装
置

｟
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
｠、
電

卓
、
シ
ェ
ー
バ
ー
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
イ
ヤ
ホ
ン
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
、
付
属
品
｟
ア
ダ
プ

タ
ー
、
コ
ー
ド
類
｠　

ほ
か

※
投
入
口
｟
30
㎝
×
15
㎝
｠
に

入
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
電
池
類
は
外
し
て
く
だ
さ

い
。

※
個
人
情
報
は
消
去
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民

応
募
条
件　

市
内
で
撮
影
し
た

も
の
▽
２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

▽
未
発
表
作
品
に
限
る
▽

１
人
３
点
ま
で
応
募
可
▽

応
募
作
品
の
返
却
不
可
▽

被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
等

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
▽
氏
名
等
も
あ

わ
せ
て
掲
載
し
ま
す
▽
作

品
の
電
子
デ
ー
タ
の
提
出

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
▽
個
人
情
報
は
本

事
業
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
お
う
め
新
年
号
掲
載
写
真
募
集

応
募
方
法

12
月
７
日｟
必
着
｠

ま
で
に
作
品
｟
裏
面
に
住

所
、
氏

ふ

り

が

な名
、
電
話
番
号
、
タ

イ
ト
ル
を
記
入
｠
を
郵
送
ま

た
は
直
接
秘
書
広
報
課
｟
市

役
所
４
階
｠
へ

※
選
考
結
果
は
、
12
月
上
旬
ご

ろ
に
本
人
へ
通
知

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課
広

報
係



（５） ． ． 広報おうめ
The website of Ome City Government is also available in: English, Mandarin, Cantonese, Korean, Spanish and German.
La página web del Ayuntamiento de Ome está disponible también en: inglés, mandarín, chino cantones, coreano, español y ａlemán.

【English】
【Español】

青
おうめし

梅市ホームページは英語・スペイン語・中国語・韓国語・ドイツ語でも閲
えつらん

覧できます。
特集
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表１　主要河川の水質調査（年間平均値）

河川名 調査地点 類型
調査項目

ｐＨ ＢＯＤ（㎎ /Ｌ）ＳＳ（㎎ /Ｌ）ＤＯ（㎎ /Ｌ）

多摩川
御岳橋 ＡＡ ７．６ ０．６ １．３ １０．５
多摩川橋 Ａ ７．９ ０．６ １．０ １１．０

成木川
北小曾木川合流後 Ａ ７．８ ０．６ １．０ １０．１

両郡橋 Ａ ８．０ ０．６ １．０ １０．９

黒沢川
峯向橋 Ａ ７．７ ０．６ １．０ １０．７
落合橋 Ａ ８．１ ０．６ １．２ １０．７

霞川
城前橋 Ａ ７．９ ０．９ １．０ １０．１
金子橋 Ａ ８．０ ０．６ １．７ １０．３

※�環境基準　ｐＨ…６．５以上８．５以下 ▽ＢＯＤ…ＡＡ＝１㎎ / Ｌ以下、Ａ＝２㎎ / Ｌ以下、Ｂ＝３㎎ / Ｌ以下

▽ＳＳ…２５㎎ /Ｌ以下 ▽ＤＯ…ＡＡ・Ａ＝７．５㎎ /Ｌ以上、Ｂ＝５㎎ /Ｌ以上
※類型　水質の良好な順にＡＡからＥまでそれぞれ基準を定めています。
※ｐＨ（水素イオン濃度）　ｐＨ７が中性、それより数値が大きければアルカリ性、小さければ酸性
※�調査項目　ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…微生物が水中の有機物を二酸化炭素や水などに分解するために

必要な酸素の量。この数値が大きいほど川は汚れていることになります ▽ＳＳ（浮遊物質）…水中に浮いてい
る不溶性の物質 ▽ＤＯ（溶存酸素）…水中に溶けている酸素

表２　騒音と振動の調査

区分 調査地点 時間
騒音（ｄＢ） 振動（ｄＢ）

調査結果 環境基準 要請限度 調査結果 要請限度

騒音
最高値 青梅街道新町１丁目

昼間 ６８ ７０ ７５ ３４ ６５
夜間 ６４ ６５ ７０ ２６ ６０

最低値 友田町４丁目
昼間 ５６ ７０ ７５ １５ ６５
夜間 ５６ ６５ ７０ １５ ６０

振動
最高値

成木街道根ヶ布２丁目 昼間 ６８ ７０ ７５ ４２ ６５
新町８丁目 夜間 ６２ ６５ ７０ ３３ ６０

最低値 友田町４丁目
昼間 ５６ ７０ ７５ １５ ６５
夜間 ５６ ６５ ７０ １５ ６０

※�時間区分　騒音…昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時 ▽振動…昼間＝午前８時～
午後７時、夜間＝午後７時～翌日午前８時

※環境基準　生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえで、維持されることが望ましい基準
※�要請限度　指定地域内において、①道路交通法上の規定による措置を要請することができる基準 ( 騒音規制法

第１７条 ) ②道路交通振動防止のための舗装、維持または修繕の措置を執るべきことを要請し、または道路交
通法の規定による措置を要請することができる基準（振動規制法第１６条）

表７　微小粒子状物質調査　　（単位　μｇ/㎥）
調査期間 梅郷市民センター

８月２９日～３０日
（２４時間）

１８

※環境基準（抜粋）　１日平均値３５μｇ /㎥以下
※１μｇ（マイクログラム）＝１００万分の１ｇ

表８　藻類出現種・灰分率の調査

調査地点
調査日

４月２６日 ８月２０日 ２月２１日
種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%)

市民球技場 ２３ ６０．０ ３６ ６０．５ ３７ ７８．０
和田橋 ２４ ６７．９ ３７ ７２．１ ３４ ８４.６
楓橋 ３１ ６３．６ ３５ ７１．９ ４３ ５７．５

※灰分率　採取試料に占める無機物の割合

表９－１　主要交差点のダンプトラック交通量調査　　　（単位　台）
調査日 最高値・交差点名 最低値・交差点名 平均値（９か所）

１２月１７日
１，０９０
成木八丁目

１９１
佐藤塚

７５４

３月１１日
１,５２２
成木八丁目

２０６
佐藤塚

８４４

表５　大気中ダイオキシン類の調査　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｐｇ－ＴＥＱ /㎥）
調査期間 市役所屋上 新町小屋上 長淵市民センター駐車場 上長淵自治会館

夏期（８月２１日～２８日） ０．０１０ ０．０１２ ０．００９０ ０．０１１
冬期（２月１４日～２１日） ０．０１４ ０．０１８ － －
※環境基準　０．６ｐｇ－ＴＥＱ /㎥以下
※１ｐｇ（ピコグラム）＝１兆分の１ｇ

表１０　光化学スモッグ注意報発令状況
区分 多摩西部 都全域

注意報 １日 ７日
※光化学スモッグ注意報　大気中のオキシダントの含

有率が０．１２ｐｐｍ以上の状態になり、その状態
が継続すると認められるときに発令されます。

表１１　苦情件数
項目 件数

大気汚染（煙等） ６２
水質汚濁（川の汚
れ等）

２

騒音 ４９
振動 ７
悪臭（煙等） ７７
その他 ３

合計 ２００

表９－２　採石場周辺の大気中粉じん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｍｇ /㎥）
調査期間 最高値・調査地点 最低値・調査地点 平均値（７か所）

１０月２３日～１１月８日
０．０２４

成木５－１４００付近
０．０１４

成木８－４２０付近
０．０２０

※環境基準　１時間値の１日平均値が０．１ｍｇ /㎥以下であり、かつ１時間値が０．２ｍｇ /㎥以下

表６　大気中アスベスト調査　　　　　　　　　（単位　本 /Ｌ）
調査日 市役所 新町市民センター 梅郷市民センター

３月３日 ０．０５６ ０．０５６未満 ０．０５６

　市では、市内の環境を把握するため、定期的に水質や大気などの

調査を行っています。

河川水質調査（表１）　河川の水質汚濁状況を把握するため、定期

的に水質調査を行っています。市内の道路側溝は水路や河川に接

続しているため、油、塗料、洗剤等を絶対に流さないでください。

地下水調査　３か所の井戸から年１回（１０月）地下水を採水し、

分析した結果、カドミウム等重金属類の有害物質は検出されませ

んでした。

道路交通騒音・振動調査（表２）　道路交通騒音・振動の実態を把

握するため、市内９か所において騒音規制法・振動規制法の規定

に基づき調査を行っています。

自動車騒音常時監視（表３）　騒音規制法の規定に基づき、市内

１０路線１０区間で調査を行い、沿道地域における環境基準の達

成状況を、過去に測定を行った同一路線の別区間の結果を含めて

評価しました。

大気汚染調査（表４）　市内主要交差点等１２か所で年２回、二酸

化窒素の調査を行っています。大気汚染の一因である二酸化窒素

などの窒素酸化物（ＮＯｘ）は、工場などの排煙や自動車の排気

ガスなどに含まれており、大気中で酸化し、大気の水分に溶けて

酸性雨の原因となります。また、酸性雨（ｐＨ５．６以下の雨）は、

湖沼や河川に影響を与えると言われています。さらに森林の立ち

枯れ、土壌や建物などへの被害も世界各地で報告されています。

酸性雨については、市役所屋上で毎月調査を行っています。年平

均は、ｐＨ５．３でした。

大気中ダイオキシン類調査（表５）　市内の一般大気中のダイオキ

シン類濃度を把握するため、調査を行っています。調査の結果、

環境基準を大きく下回っていました。

大気中アスベスト調査（表６）　市内の一般大気中のアスベスト濃

度を把握するため、調査を行っています。アスベスト繊維を含む

大気中の総繊維数調査の結果、大気汚染防止法で定められた基準

（アスベスト繊維として１０本 /Ｌ）を大きく下回っていました。

微小粒子状物質調査（表７）　市内の一般大気中の微小粒子状物質

の重量を把握するため、調査を行っています。

藻類・底生生物調査（表８）　アユの餌となる付着藻類の状況を把

握するため、年３回、市内の多摩川の３か所において、市民団体

の協力を得て調査を行っています。また、年１回、市民球技場に

おいて、底生生物の調査および川石の付着物の定性分析を行って

います。底生生物を調査した結果、５４種類の底生生物が確認さ

れ、定性分析の結果、主な成分として二酸化ケイ素（石英）が確

認されました。また、経年変化の確認のため、過去の分析資料か

ら底生生物、付着藻類について出現種を分類学的に集計し生物学

的水質判定を行ったところ、年間変動に規則性は見られず、きれ

いな水域であるとの結果でした。

採石公害対策調査（表９）　採石事業に伴って発生する公害を未然

に防止するため、ダンプトラック交通量および粉じん調査を行う

とともに、青梅市採石等公害防止対策連絡協議会を開催し、各事

業所の監視指導に努めています。なお、粉じん防止については、

機械の保守点検、洗車施設の有効使用、周辺道路の清掃等をより

一層励行するよう指導しています。

光化学スモッグ（表１０）　光化学スモッグとは、工場などの排煙

や自動車の排気ガスなどに含まれる窒素酸化物や炭化水素（ＨＣ）

が、太陽の紫外線を受けて光化学反応を起して生成される物質（オ

キシダント）が高濃度になって発生する現象です。オキシダント

濃度が高くなると、目やのどなどの痛みを引き起こしたり、植物

などにも影響を与えたりします。市では、光化学スモッグ注意報

等が発令されると、市民センター、学校、関係機関等へ連絡し、

看板等を設置して注意を呼びかけています。元年度は、警報、重

大緊急報の発令はありませんでした。

苦情件数（表１１）　市には、ごみなどの焼却による煙やにおい、

河川の汚濁、工場などからの騒音などに関する苦情が寄せられま

す。苦情の多くは、焼却についてです。ごみの焼却は、法律や都

条例により禁止されており、煙やにおいは近隣住民の迷惑となり

ますので、絶対に行わないでください。また、ごみは定められた

方法により、適正に処理してください。

令和元年度環境データをお知らせします

問い合わせ　環境政策課

表４　大気中の二酸化窒素の調査
調査期間（２４時間） 最高値（ｐｐｍ） 最低値（ｐｐｍ） 平均値（ｐｐｍ）

夏期 (６月２５日～２６日 )
０．０２３
青梅新町

０．００７
御岳橋

０．０１４

冬期 (１２月１８日～１９日 )
０．０１８

友田
０．００６
成木５丁目

０．０１２

※�環境基準　１時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍから０．０６ｐｐｍまでのゾーン内またはそれ以下

表３　自動車騒音常時監視

路線名
評価区間 延長

（ｋｍ）
達成率 (％ )

始点～終点 昼間 夜間
一般国道４１１号線 奥多摩青梅線～青梅市・奥多摩町境 ３．９ ９６．９ ９８．４
立川青梅線 羽村市・青梅市境～立川青梅線 ０．２ １００ １００
青梅あきる野線 青梅飯能線～新宿青梅線 ０．４ ９９．３ １００
瑞穂富岡線 青梅入間線～瑞穂富岡線 ３．１ ９９．６ ９９．６
奥多摩青梅線 十里木御嶽停車場線～柚木二俣尾線 ４．４ １００ １００
下畑軍畑線 下畑軍畑線～青梅秩父線 ３．７ １００ １００
成木河辺線 塩船４５付近交差点～青梅入間線 ０．９ １００ １００
青梅停車場線 青梅駅前交差点～青梅飯能線 ０．１ １００ １００
原市場下成木線 原市場下成木線～下畑軍畑線 ０．３ １００ １００
大久保青梅線 奥多摩青梅線～一般国道４１１号 ０．７ ９７．４ ９４．９
※時間区分　昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時



． ．広報おうめホームページ https://www.city.ome.tokyo.jp/
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（６）２ １１ １５

（１）任命権者別一般職の職員の任免および職員数の状況 （人）

区分

平成３１年
４月１日現在

職員数
（ａ）

採用等の状況 退職等の状況
２年４月１日
現在職員数

（ｊ＝ａ＋ｄ－ｉ）

前年度比較
（ｊ－ａ）

３１年４月２日～
令和２年３月３１

日
（ｂ）

２年４月１日
（ｃ）

計
（ｄ＝ｂ＋ｃ）

定年
退職

（ｅ）

普通
退職

（ｆ）

死亡
（ｇ）

その他
（ｈ）

計
（ｉ＝ｅ＋ｆ＋

ｇ＋ｈ）

市長の補助職員 ５８５（３９） １４ ５０（  ８） ６４（  ８） １７ １２ １ ２２（１０） ５２（１０） ５９７（３７） １２ （△２）
市立総合病院の職員 ７６９（１９） １６ ７９（  １） ９５（  １） ６ ６２ ０ １４（  ９） ８２（  ９） ７８２（１１） １３ （△８）

議会の職員 １１ １ ３ ４ １ ０ ０ ３ ４ １１ ０
教育委員会の職員 １０８（１０） ３ １９（  ３） ２２（  ３） １１ ０ ０ １２（  ４） ２３（  ４） １０７（  ９） △１ （△１）

選挙管理委員会の職員 ４ １ １ ２ １ ０ ０ １ ２ ４ ０
監査委員会の職員 ３（  １） ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ ３（  １） ０ （  ０）
農業委員会の職員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 １，４８０（６９） ３５ １５３（１２）１８８（１２） ３７ ７４ １ ５２（２３）１６４（２３） １，５０４（５８） ２４（△１１）
※（　）内は、再任用短時間勤務職員で外数です。
※ 職員数は上記のほかに、東京都後期高齢者医療広域連合へ１人、東京都十一市競輪事業組合へ１人、東京たま広域資源循環組合へ１人、（公財）東京市町村自治調査会へ１人派遣し
ており、令和２年４月１日現在の青梅市の総職員数は、１，５０８人となります。

人事行政の運営等の状況
　地方公務員法第５８条の２の規定に基づき、市の人事行政の運営等の状況を公表します。

問い合わせ　職員課人事給与係

１　職員の任免および職員数に関する状況

（２）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

区分
職員数 ３１年と２年の比較増減状況

平成３０年 ３１年 令和２年 増員数 減員数 主な増減理由

一般
行政
部門

議会 １０ （　０） １１ （　１） １１（　０） ０ ０
総務 １７７ （△４） １７２ （△５） １８０（　８） １２ ４業務増
税務 ５５ （　０） ５４ （△１） ５４（　０） ２ ２
民生 ８８ （　０） ９１ （　３） ９４（　３） ４ １業務増
衛生 ５３ （△１） ５３ （　０） ５５（　２） ２ ０人員配置

農林水産 １５ （△１） １４ （△１） １４（　０） １ １
商工 １２ （　２） １２ （　０） １１（△１） ０ １事務の統廃合縮小
土木 １００ （△６） ９８ （△２） ９９（　１） ４ ３業務増
小計 ５１０（△１０） ５０５ （△５） ５１８（１３） ２５ １２

特別
行政

教育 １２４ （△２） １１７ （△７） １１６（△１） ５ ６事務の統廃合縮小
小計 １２４ （△２） １１７ （△７） １１６（△１） ５ ６

普通会計 ６３４（△１２） ６２２（△１２） ６３４（１２） ３０ １８

公営
企業等

病院 ７６３ （１０） ７６９ （　６） ７８２（１３） １４ １業務増
下水道 ２６ （△１） ２５ （△１） ２４（△１） ０ １人員配置
その他 ６４ （△１） ６４ （　０） ６４（　０） ３ ３
小計 ８５３ （　８） ８５８ （　５） ８７０（１２） １７ ５

合計 １，４８７ （△４） １，４８０ （△７） １，５０４（２４） ４７ ２３
※（　）内の数値は、対前年の増減数です。
※職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく数値です。

（３）役職別職員数（令和２年４月１日現在）

　市役所では、課を単位に仕事が

分担され、同じ分野の課をまとめ

て部が置かれています。

　そして、部に部長、課に課長、

係に係長などを置いています。

（人）
区分 職員数
部長職 １６
課長職 ６１
係長職 １６９
主査職 ４
副主査職 ２８
主任職 ３１５
主事職 １７３

※総合病院診療部門を除く

（４）昇任試験の状況（令和元年度）

　昇進は、原則として、能力主義、成績主義に基づいて行っ

ています。

　管理職候補者等を見い

だす方法として、課長職、

係長職、主査職、副主査職、

主任職については、昇任

試験を課しています。

３　職員の給与の状況

（１）部門別給与等の状況（平成３０・令和元年度決算） （千円）

区分
給料 職員手当

３０年度決算額
（ａ）

元年度決算額
（ｂ）

前年度比較
（ｃ＝ｂ－ａ）

３０年度決算額
（ｄ）

元年度決算額
（ｅ）

前年度比較
（ｆ＝ｅ－ｄ）

市長部局 ２，３６０，８３２ ２，３３４，５３７ △２６，２９５ ２，４１６，４１８ ２，５７５，４３３ １５９，０１５
市立総合病院 ２，７８０，０２２ ２，８０６，１１６ ２６，０９４ ３，０２５，３０１ ２，９８８，８７０ △３６，４３１

議会 ４８，９９５ ５０，０４８ １，０５３ ３６，３０３ ３７，６３１ １，３２８
教育委員会 ５００，８６５ ４７５，８７０ △２４，９９５ ３４６，４７９ ３３８，１１２ △８，３６７

選挙管理委員会 １５，９９８ １６，７４１ ７４３ １３，４７７ ４２，０４３ ２８，５６６
監査委員会 １６，８５８ １６，７２２ △１３６ １１，８３３ １２，２５９ ４２６
農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 ５，７２３，５７０ ５，７００，０３４ △２３，５３６ ５，８４９，８１１ ５，９９４，３４８ １４４，５３７

（２）初任給の状況（令和２年４月１日現在）
区分 初任給

一般行政職
高校卒 １４５，６００円

大学卒 １８３，７００円

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（令和２年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 ３２２，１００円 ４２０，１７３円 ４３歳２か月

一般技能職 ３３８，３００円 ３９７，３９８円 ５７歳２か月

医療職 ３０４，５８１円 ３８２，０８３円 ４１歳９か月

企業職 (市立総合病院の職員 ) ３０５，７００円 ４７４，９６０円 ３８歳１１か月

※ 平均給料月額は、４月に職員に支給される基本給としての給料を職員数で除したものです。
※ 平均給与月額は、４月に職員に支給される給料と職員手当 ( 扶養手当 ､ 地域手当、住居手当、通勤手当 ､ 単身赴任手当、

特殊勤務手当、管理職手当、時間外勤務手当等 )の合計額を職員数で除したものです。

２　職員の人事評価の状況

　職員の職務で発揮された能力などについて、毎年評価を行っています。令和元年度は、次のとおり実施しました ｡

評価期間　平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

評価対象者　全職員

評価項目　業績（目標や職務の達成度など）、態度（責任感、積極性、規律性など）、能力（理解・判断力、企画力、指導力など）

区分
共済費 計

３０年度決算額
（ｇ）

元年度決算額
（ｈ）

前年度比較
（ｉ＝ｈ－ｇ）

３０年度決算額
（ｊ）

元年度決算額
（ｋ）

前年度比較
（ｌ＝ｋ－ｊ）

対前年度伸び率（％）

市長部局 ８５２，９０８ ８３４，４０９ △１８，４９９ ５,６３０，１５８ ５，７４４，３７９ １１４，２２１ ２．０
市立総合病院 １,０８０，２５６ １，０７０，３９７ △９，８５９ ６,８８５，５７９ ６，８６５，３８３ △２０，１９６ △０．３

議会 １７，３５６ １８，１４５ ７８９ １０２，６５４ １０５，８２４ ３，１７０ ３．１
教育委員会 １７１，０９７ １６１，０５１ △１０，０４６ １,０１８，４４１ ９７５，０３３ △４３，４０８ △４．３

選挙管理委員会 ６，１０１ ６，１５５ ５４ ３５，５７６ ６４，９３９ ２９，３６３ ８２．５
監査委員会 ５,３４２ ５，３７９ ３７ ３４，０３３ ３４，３６０ ３２７ １．０
農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 ２,１３３，０６０ ２，０９５，５３６ △３７，５２４ １３,７０６，４４１ １３，７８９，９１８ ８３，４７７ ０．６

（人）
区分 受験者数 合格者数

課長職 １５ １１
係長職 １２ １０
主査職 ３ ０
副主査職 ５ ３
主任職 ５６ ２４

※総合病院診療部門を除く



． ． 広報おうめ 市役所の代表電話は２２‐１１１１です
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（７） ２ １１ １５

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければなりません。職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は、次のとおりです。

区分 内容
違反者数

(令和元年度 )
職務命令等に従う義務 職員は法令等の定める規程に従い、かつ上司の職務上の命令に忠実に従わなければなりません。 ０人
信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行為をしてはいけません。 １人

守秘義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはいけません。 ０人

職務専念義務
職員は勤務時間中全力で職務遂行しなければいけません。ただし、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場合など
に限り、職務専念義務が免除されます。

０人

政治的行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為が禁止されるなどの制限があります。 ０人
争議行為等の禁止 職員は争議行為等が禁止されています。 ０人

営利企業等の従事制限
職員は営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合には許可を受けなければなりません。なお、公務の遂行に悪影響
を及ぼさないと判断できるものについては、任命権者の許可を得ることによって営利企業等に従事することができます。

０人

　地方公務員法において、退職職員による現職職員への働

きかけが規制されており、青梅市職員の退職管理に関する

条例に基づき、職員の退職管理の適正化を図っています。

令和元年度末の退職者（課長職以上）の再就職等の状況
区分 再就職者数

本市外郭団体 １人
民間企業等 １人

※総合病院診療部門を除く

職員研修実施状況（令和元年度）
区分 受講者数 備考

東京都市町村
職員研修所

一般研修 １５１人新任職員、部課長職員等の階層別研修

実務研修等 １６６人
行政法Ⅰ、地方自治法、地方公務員法、政策法務、情報シス
テム調達導入科、財政科、契約科、固定資産税科、徴収科、
都市計画科、人権啓発研修等の実務研修

その他派遣研修 ５人
総務省自治大学校、東京都職員研修所、国土交通省国土交通
大学校、東京都特別区職員研修所等への派遣

独自研修 ２，７０２人
階層別研修、接遇研修、会計実務研修、交通安全講習会、公
務員倫理研修、情報セキュリティ研修、契約事務に関する研
修等

※総合病院診療部門を除く

７　職員の服務の状況

８　職員の退職管理の状況 ９　職員の研修の状況

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局により適当な措

置がとられるべきことを要求することができます。

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服申立てをすることができ

ます。

（３）人事管理に関する苦情処理の状況

　職員は、勤務条件その他の人事管理に関して、公平委員会に苦情の申出および相談をすることがで

きます。

措置の要求、不服申立て、苦情処理の状況（令和元年度）

区分
年度当初
係属件数

年度中
申立て・相談件数

年度中
処理件数

年度末
係属件数

措置の要求 ０件 ０件 ０件 ０件
不服申立て ０件 ０件 ０件 ０件
苦情処理 ０件 ０件 ０件 ０件

１１　公平委員会の業務の状況
（１）厚生福利制度

　職員の厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に

基づき、青梅市職員互助会を設置し、職員の元気回復その

他の厚生に関する事業を行っています ｡この互助会は、職

員の会費および市の交付金などで運営されています。

　なお、令和元年度の会費および交付金は、毎月、給料月

額に１，０００分の２．３を乗じた金額です。

　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基

づき、職員と市において分担拠出する財源により、短期給

付事業（医療関係等）、長期給付事業（年金関係）、福祉事

業（人間ドック事業等）を行っており、社会保険制度の一

環とされています。

（２）公務災害補償

　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した

場合には、地方公務

員災害補償基金から

一定の補償が行われ

ます。

１０　職員の福祉および利益の保護の状況

補償件数（令和元年度）
区分 傷病 死亡

公務災害 ０件 ０件
通勤災害 ０件 ０件

※総合病院を除く

（４）職員手当の状況（令和２年４月１日現在）
手当の種類 内容

扶養手当
（部長職を除く）

配偶者…６，０００円（課長職は３，０００円）
子ども…９，０００円
父母等…６，０００円（課長職は３，０００円）
特定期間の加算…４，０００円（１６歳～２２歳の子がいる場合に子どもの金額に
加算）

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１５％
住居手当

（管理職を除く）
３５歳未満の世帯主等 (借家・借間）…１５，０００円

通勤手当
交通機関…６か月定期券等の最も経済的な額
自動車等…使用距離に応じて２，６００円～１５，０００円の範囲内の額

特殊勤務手当 著しく危険、不快、不健康その他特殊な業務についたときに支給される手当

期末手当
勤勉手当

元年度支給実績
区分 ６月期 １２月期 合計

部長職
期末手当 １．０００月分 １．０００月分 ２．０００月分
勤勉手当 １．３００月分 １．３５０月分 ２．６５０月分

課長職
期末手当 １．１００月分 １．１００月分 ２．２００月分
勤勉手当 １．２００月分 １．２５０月分 ２．４５０月分

係長職以下
期末手当 １．３００月分 １．３００月分 ２．６００月分
勤勉手当 １．０００月分 １．０５０月分 ２．０５０月分

退職手当
勤続２０年…２３．００月分、勤続２５年…３０．５０月分、勤続３５年…
４３．００月分（支給率）

管理職手当 部長…１０６，５００円、担当部長…９２，６００円、課長…８０，０００円

その他の手当
上記のほかに、単身赴任手当、管理職員特別勤務手当、労働基準法の規定に基づ
いて支給している時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当などがあります。

（５）特別職等の報酬の状況（令和２年４月１日現在）
区分 給料月額等

給料

市長 １，０１０，０００円
副市長 ８８０，０００円
教育長 ８０５，０００円

病院事業管理者 １，５２０，０００円

報酬
議長 ６２５，０００円
副議長 ５６０，０００円
議員 ５３０，０００円

期末手当
(元年度支給実績 )

市 長
副市長
教育長

議 長
副議長
議 員

６ 月 期
１２月期
合 計

２．３００月分
２．３５０月分
４．６５０月分

病院事業管理者

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間（令和２年４月１日現在）

　職員の勤務時間は、午前８時３０分～午後５時１５分の１日７時

間４５分、週３８時間４５分です。夜間窓口や、総合病院の看護師

などで、交代勤務により職務に従事する職員もいますが ､勤務時間

は週３８時間４５分を原則として ､勤務の割り振りをしています ｡

（２）休暇等の概要

　休暇等の種類は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、生理休暇、

結婚休暇、産前産後の休養、母子保健健診休暇、出産介護休暇、育

児時間、子どもの看護休暇、忌引、父母の祭日休暇、ドナー休暇、

夏季休暇、長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇、短期の介

護休暇、介護時間、災害事故休暇、育児休業、部分休業です。なお、

年次休暇の昨年の平均取得日数は、１４．６日です。

　分限処分は、公務能率の維持を目的として、本人の意に反してその身分に不利益な変動をもたら

す処分です。分限処分には、免職、休職、降任、降給の４種類があります。

　懲戒処分は、公務員としてふさわしくない非行があった場合に公務員関係の秩序を維持するため

に、職員の道義的責任を追及

して行う処分です。懲戒処分

には、免職、停職、減給、戒

告の４種類があります。

分限・懲戒処分の状況（令和元年度）

区分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 降給 免職 停職 減給 戒告

処分者数 ０人 １７人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人

６　職員の分限および懲戒処分の状況

５　職員の休業に関する状況

育児休業および部分休業の取得状況（令和元年度）
区分 育児休業 部分休業

男性職員 ８人 ０人
女性職員 １５人 ７人

※総合病院診療部門を除く
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健康・福祉 子育て・教育

（８）２ １１ １５

主
な
事
業
内
容　

一
定
の
所
得

以
下
の
世
帯
を
対
象
に
、
中

学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
ま

た
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
方

｟
中
学
校
・
高
校
既
卒
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
合
格
者
等
｠
の
学
習
塾
、

各
種
受
験
対
策
講
座
、
通
信

講
座
の
受
講
費
用
｟
家
庭
教

師
を
除
く
｠
や
、
高
校
・
大

学
等
の
受
験
料
の
貸
し
付
け

を
無
利
子
で
行
い
ま
す
。

※
お
子
さ
ん
が
高
校
・
大
学
等

に
入
学
し
た
場
合
は
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
返
済
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　

令
和
３
年
２
月
８

日
｟
月
｠

貸
付
資
金
の
内
容　

表
１
参
照

　

迅
速
な
救
命
処
置
が
、
多
く

の
方
の
命
を
救
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
救
命
処
置
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
操
作
法
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時

12
月
16
日
｟
水
｠　

午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　

市
内
在
住
者

指
導　

｟
公
財
｠
東
京
防
災
救

急
協
会
職
員　

ほ
か

定
員　

先
着
10
人
｟
予
約
制
｠

費
用　

１
千
500
円
｟
テ
キ
ス
ト

代
｠

※
当
日
集
金

服
装
・
持
ち
物　

動
き
や
す
い

服
装
、
筆
記
用
具

※
ス
カ
ー
ト
不
可

※
マ
ス
ク
着
用

そ
の
他　

講
習
修
了
者
に
救
命

技
能
認
定
証
を
後
日
交
付
▽

認
定
年
月
日
３
年
以
内
の
救

命
技
能
認
定
証
持
参
で
200
円

割
り
引
き

協
力　

青
梅
消
防
署

申
し
込
み　

電
話
☎
23
・
２
１

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

貸
付
対
象
と
な
る
学
校　

学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
、
専
門
職
大

学
、
各
種
学
校

※
中
学
３
年
生
の
場
合
は
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
は
貸
付

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。｟
一

部
例
外
あ
り
｠

利
用
で
き
る
方　

①
～
⑦
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
｟
20
歳

以
上
｠
で
あ
る
こ
と

②
父
母
等
養
育
者
の
総
収
入
ま

た
は
合
計
所
得
を
合
算
し
た

金
額
が
一
定
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
｟
表
２
参
照
｠

※
事
業
所
得
等
が
あ
る
場
合
は

合
計
所
得
で
確
認
し
ま
す
。

③
世
帯
員
の
預
貯
金
等
資
産
の

保
有
額
が
600
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

④
土
地
、
建
物
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と(

現
在
住
ん
で
い

る
場
所
の
土
地
、
建
物
を
除

く
。
不
動
産
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
あ
り
｠

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

在
住
｟
住
民
登
録
｠
し
て
い

る
こ
と

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯

主
ま
た
は
世
帯
員
で
な
い
こ

と
⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯
の

世
帯
員
で
な
い
こ
と

そ
の
他　

詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

直
接
福
祉
総
務
課

庶
務
係
｟
市
役
所
３
階
｠
へ

日
時

12
月
３
日
｟
木
｠　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
会
場　

健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象　

安
定
期
の
妊
婦

内
容　

歯
科
健
診
、
歯
磨
き

指
導

定
員　

先
着
10
人｟
予
約
制
｠

費
用
無
料

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ

申
し
込
み

11
月
16
日
か
ら

電
話
☎
23
・
２
１
９
１
で

健
康
セ
ン
タ
ー
へ

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
｟
公
務
員
｠

の
申
請
期
限
は
12
月
14
日

で
す
。

　

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
が
必
要
な
方
は
、
公

務
員
の
み
で
す
。

※
公
務
員
以
外
の
方
は
、
６

月
15
日
に
支
給
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
推
進

課
助
成
係

　

が
ん
検
診
の
検
査
結
果
が

「
要
精
密
検
査
」
の
と
き
、

皆
さ
ん
は
精
密
検
査
を
受
け

て
い
ま
す
か
？

　

「
要
精
密
検
査
」＝「
が
ん
」

で
は
な
く
、「
が
ん
の
疑
い

を
含
め
異
常(

病
気
｠
が
疑

わ
れ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
原
因
に
つ

い
て
よ
り
詳
し
い
検
査
を
行

い
、
本
当
に
異
常
が
あ
る
か

ど
う
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
医
療
機
関
で

精
密
検
査
を
受
け
た
ら
よ
い

か
は
、
検
診
を
受
け
た
医
療

機
関
や
か
か
り
つ
け
医
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
分
や
家
族
の
た
め
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
セ
ン

タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

日 時　１２月１０日（木）　午前１０時〜

１０時４５分

会場　健康センター３階

対象　安定期の妊婦

内 容　妊娠中・出産後の食事について（講

話）

※ 調理実習および試食はありません。

定員　先着１０人（予約制）

費用無料

申 し込み　１１月１６日から電話☎２３－

２１９１で健康センターへ

日 時　１１月２５日（水）　午前１１時～１１時３０分

※ 子育てひろばは１０時～正午、午後１時～３時

会 場　下長渕自治会館２階大広間

対 象　未就学児の親子、妊婦

定員　先着１５組

費用無料

そ の他　保護者はマスク着用 ▽受付時に手洗い、検温、

体調確認あり ▽駐車場あり

直接会場へ

問 い合わせ　長渕保育園　富樫☎２２－８１０２、市子

ども家庭支援課支援係

日 時　１２月１５日（火）　午前１０時〜１１時１０分

会場　健康センター３階

対 象　４〜５か月児の保護者

内 容　離乳食の始め方、この時期の離乳食の作り方、お

口の手入れについて

※試食はありません。

定員　先着１０人（予約制）

費用無料

持 ち物　お子さん同伴の場合は、バスタオル、ミルク（お

湯も含む）、おむつなど、外出時に必要なもの

申 し込み　１１月１６日から電話☎２３－２１９１で健

康センターへ

日 時　１２月１６日（水）　午前１０時３０分～１１時１５分

会 場　ネッツたまぐーセンター３階研修室Ａ

対象　未就学児の親子

講 師　音楽療法士　吉野良子氏、ピアノ講師　今井りえ子氏

定員　先着８組（予約制）

費用無料

その他　駐車場は有料

申 し込み　１２月１５日までに電話☎７８－３９７４で子育て

ひろばにこにこへ

※午前９時～午後５時

問 い合わせ　子育てひろばにこにこ（ネッツたまぐセンター

内）、市子ども家庭支援課支援係

　

広
報
お
う
め
11
月
１
日
号
６

面
「
来
年
４
月
か
ら
の
保
育
園

等
新
規
利
用
・
転
園
希
望
者
受

付
」
で
、
四
恩
幼
稚
園
の
０
歳

児
受
け
入
れ
月
齢
を
「
—
」
と

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
56

日
を
経
過
し
た
翌
月
１
日
か

ら
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
推
進
課

保
育
・
幼
稚
園
係

お

詫

び

と

訂

正

区分 対象 貸付限度額 貸付範囲

学習塾等受講料
貸付金

中学３年生・
高校３年生ま
たはそれらに
準ずる方

２００，０００円

対象となる学習塾等の費用
※ 令和２年４月分からの費用が
対象

※学習塾等に関しては要件あり

受験料貸付金
（高校受験料）

中学３年生ま
たはそれに準
ずる方

２７，４００円
※１人に対して１度限り

対象となる高等学校等の受験料
※ ４回（校）分の受験料まで貸
し付け可

※ １ 回 当 た り の 受 験 料 は
２３,０００円まで

受験料貸付金
（大学受験料）

高校３年生ま
たはそれに準
ずる方

８０，０００円
※１人に対して１度限り

対象となる大学等の受験料

世帯区分
世帯人数

２人 ３人 ４人

一般世帯 ２７１万７千円以下 ３３４万３千円以下 ３８６万４千円以下

ひとり親世帯 ３０１万８千円以下 ３７８万８千円以下 ４４１万５千円以下

※ 世帯人数とは、父母等養育者および１８歳未満（就労中の場合は除く）または就学

中（浪人生を含む）の子どもの人数を指します。

※ 賃貸物件にお住まいの場合は、年額８４万円（月額７万円）を上限として、家賃支

払額を総収入額から控除できる場合があります。

表２　総収入の基準額（給与収入の場合）

表１　貸付資金の内容

普
通
救
命
講
習
会

救
命
処
置
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器

｟
Ａ
Ｅ
Ｄ
｠
操
作
法

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

妊
婦
歯
科
健
診

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
お
口
の
中
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

｟
公
務
員
｠
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

市
の
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
へ

精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

子育てひろば　とことこ

「 洋 服・ 絵 本 の 交 換 会 」

妊 婦 食 教 室ゴックンクラス（離乳食教室・初期）

子育てひろば　にこにこ 「音で遊ぼう」



． ． 広報おうめ

青梅市公式ツイッター
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なんでも情報局アンテナ スポーツ・観光・文化

（９） ２ １１ １５

－秘書広報課－広報おうめ「なんでも情報局アンテナ」の締め切りは、１２月１５日号…１１月２０日（金）、１月１日号…休載、１月１５日号…１２月１１日（金）です

　－防災課防災係－

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

☆
　
催
　
し

☆
　
会
　
員
　
募
　
集

☆
催
し
｟
子
ど
も
向
け
｠

　　毎週木曜日は夜間窓口の日 午後８時までご利用いただけます－市民課・保険年金課・介護保険課・高齢者支援課・障がい者福祉課・子育て推進課・収納課・市民税課・資産税課－ ★
★

★★

●
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
に
触
れ
よ

う

12
月
12
日
｟
土
｠　

①
午

前
10
時
～
11
時
、
②
午
後
２
時

～
３
時
▽
三
田
保
育
園
▽
未
就

園
児
の
親
子
▽
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
教
材
で
親
子
で
遊
び
ま
せ
ん

か
▽
各
回
先
着
１
組
▽
費
用
無

料
▽
三
田
保
育
園　

井
出
☎

78
・
８
０
２
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
23
・
７
１
６
３

FAX
23
・
７
１
６
５

郵
送
…
〒
198
—
０
０
４
２
青
梅

市
東
青
梅
１
—
177
—
３

●
Ｚ
о
о
ｍ
を
聞
き
た
い
！
知

り
た
い
！
話
し
て
み
た
い
！

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
体
験
し

て
み
よ
う
」

12
月
２
日｟
水
｠、

７
日
｟
月
｠　

午
後
２
時
～
３

時
▽
自
宅
ま
た
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
市
内
在
住
者
▽
直
接
会

わ
な
く
て
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
で
会
話
や
会
議
が
で
き
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

す
。
初
心
者
向
け
に
基
本
操
作

や
、
参
加
者
同
士
の
会
話
を
実

際
に
行
い
ま
す
▽
先
着
５
人

｟
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
受
講
は

先
着
２
人
｠
▽
費
用
無
料
▽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談

12
月
９
日

｟
水
｠　

午
後
１
時
～
４
時
▽
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る
方

と
家
族
、
高
齢
者
等
▽
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー　

白
井
利
明
氏
、
大
澤

洋
子
氏
▽
先
着
３
人
▽
費
用
無

料
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

●
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト　

①
11
月
26
日

｟
木
｠　

午
後
７
時
45
分
か
ら
・

新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
②
29
日

｟
日
｠　

1
時
20
分
か
ら
・
東
青

梅
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
イ
ン
テ
リ

ア
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
枯
れ

な
い
花
▽
野
﨑
ゆ
か
り
氏
▽
先

着
20
人
▽
各
回
４
千
500
円
｟
花

材
費

ほ
か
｠
▽
新
聞
紙
２
枚

程
度
、
持
ち
帰
り
用
袋
、
花
ば

さ
み
ま
た
は
ワ
イ
ヤ
ー
切
り
は

さ
み
｟
お
持
ち
の
方
｠
▽
23
日

ま
で
に
Ｎ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

鈴
木

☎
090
・
９
１
０
７
・
１
１
３
３

に
申
し
込
み

●
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
た
め

の
「
里
親
会
」

11
月
28
日｟
土
｠　

午
後
１
時
～
３
時
▽
市
役
所
西

側
出
入
り
口
前
▽
飼
い
主
の
い

な
い
猫
を
大
切
に
飼
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
探
す
▽
費
用
無
料

▽
直
接
会
場
へ
▽
お
う
め
猫
の

会　

影
山
☎
31
・
５
６
０
０

●
レ
ク
ダ
ン
ス　

11
月
29
日

｟
日
｠　

午
後
１
時
30
分
～
４

時
▽
梅
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

300
円
｟
資
料
代
｠
▽
レ
ク
ダ

ン
ス
82　

児
玉
☎
080
・
６
７

９
８
・
０
６
７
９
へ
申
し
込
み

●
囲
碁　

火
曜
日　

午
後
１
時

～
５
時
▽
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
初
心
者
歓
迎
▽
半
年
700
円
▽

新
町
囲
碁
同
好
会　

大
石
☎

080
・
４
１
４
８
・
７
２
０
８

●
英
会
話　

土
曜
日　

①
初

級
・
午
後
１
時
15
分
～
２
時
45

分
②
中
級
・
３
時
～
４
時
30
分

▽
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
マ
ッ

ク
氏
▽
30
人
▽
月
額
３
千
500

円
▽
Ｅ
Ｉ
Ｆ　

大
津
☎
090
・

７
９
４
２
・
５
０
９
７

青
梅
市
の
文
化
遺
産
47

お
十
夜

市
文
化
財
保
護
指
導
員
　
三
好
ゆ
き
江

　

お
十じ

ゅ
う
や夜

は
、
室
町
時
代
に

京
都
で
十
日
十
夜
の
間
、
中

国
起
源
の
「
引い

ん
ぜ
い声

念
仏
」
と

い
う
節
つ
き
の
念
仏
を
唱
え

た
「
十
夜
法
要
」
が
始
ま
り

で
す
。
そ
の
後
、
法
要
期
間

は
短
縮
さ
れ
、
引
声
念
仏
は

「
双そ

う
ば
ん
し
ょ
う

盤
鉦
」
と
い
う
大お

お

が

ね鉦
４

つ
と
太
鼓
１
つ
の
伴
奏
が
付

い
て
「
双そ

う
ば
ん盤

念ね
ん
ぶ
つ仏

」
と
呼
ば

れ
る
民
俗
芸
能
と
な
り
ま
し

た
。
お
十
夜
の
ほ
か
に
盆
、

彼
岸
、
葬
式
な
ど
で
も
披
露

さ
れ
、「
鉦か

ね

は
り
」
と
も
称

さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
友
田
、
大
柳
、

梅
郷
、
和
田
、
柚
木
、
小
曽

木
、
成
木
の
各
地
区
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
勝
沼
３
丁
目
の
乗
願
寺
で

の
み
、
毎
年
11
月
23
日
の
午

後
２
時
ご
ろ
～
４
時
ご
ろ
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
双
盤
念
仏
が
30
分

ほ
ど
奏
さ
れ
、
住
職
と
数
人

の
僧
侶
に
よ
る
先
祖
供
養
の

読
経
が
行
わ
れ
、
双
盤
念
仏

が
３
～
４
分
唱
和
さ
れ
、
僧

侶
の
念
仏
が
唱
え
ら
れ
、
導

師
の
法
話
で
終
了
し
ま
す
。

　

乗
願
寺
の
お
十
夜
は
、
始

ま
っ
た
時
期
は
不
明
で
す

が
、
現
存
す
る
双
盤
鉦
の
銘

文
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に

は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
戦
前
に
は
、
多
く
の
露

店
が
並
び
、
子
ど
も
や

女
工
さ
ん
な
ど
大
勢
の

参
詣
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
双
盤
念
仏
の
担

い
手
は
、
西
分
・
霞
・

大
柳
な
ど
の
各
地
区
で

組
織
さ
れ
た
双
盤
講
の

人
た
ち
で
、
鉦か

ね

が
空
く

の
を
待
っ
て
競
っ
て
披

露
し
、
反
り
返
っ
て
太

鼓
を
打
つ
人
も
い
て
拍

手
喝
采
を
浴
び
た
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
時
の

金
属
供
出
で
双
盤
鉦
２
個
を

失
い
、
戦
後
は
双
盤
念
仏
の

な
い
お
十
夜
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
50
年
代
か
ら
相

模
原
市
の
当た

い

ま

さ

ん

麻
山
無
量
光
寺

の
双
盤
講
に
来
て
も
ら
い
双

盤
念
仏
が
復
活
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
の
お
十
夜
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
僧
侶
の

み
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館

　

☎
23
・
６
８
５
９

掲
載
内
容　

①
催
し
物
の
タ
イ

ト
ル
、
内
容
、
開
催
日
時
、

会
場
、
対
象
者
、
問
い
合
わ

せ
先
｟
氏
名
、
電
話
番
号
｠

等
②
実
施
し
た
事
業
の
様

子
、
感
想
、
Ｐ
Ｒ
等

申
し
込
み　

原
稿
用
紙
を
市

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
生

涯
学
習
だ
よ
り
」
を
年
４
回

｟
４
・
７
・
10
・
１
月
｠
発
行
し
、

社
会
教
育
課
｟
市
役
所
３
階
｠、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
発
行
の
「
生

涯
学
習
だ
よ
り
」
に
掲
載
を
希

望
す
る
方
は
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

掲
載
条
件　

団
体
や
サ
ー
ク
ル

が
主
催
・
共
催
し
、
市
民
が

参
加
で
き
る
教
室
、
講
演

会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
①

３
年
１
月
～
４
月
中
旬
に

実
施
予
定
の
事
業
、
会
員
募

集
②
２
年
８
月
～
11
月
に

終
了
し
た
事
業
の
報
告
等

※
２
年
10
月
号
に
掲
載
し
た
催

し
の
報
告
等
歓
迎

※
写
真
の
掲
載
可

※
紙
面
の
都
合
等
に
よ
り
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」

団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市民提案協働事業

オ ン ラ イ ン 配 信　「 ザ ☆ の ど じ ま ん 」

　コロナ禍
か

で、多くの楽しみや生涯学習の機会が制限される中、私たちの住むまちで少しでも小さな楽

しみを生み出したい！みんなで音楽を楽しみたい！

　そんな思いを込めて、参加者を募集し、予選を通過した１０組による「ザ☆のどじまん」がいよいよ

開催されます。１０代～８０代の幅広い出場者でお送ります！

　今回は、自宅でも楽しめるように、ネッツたまぐーセンターからオンライン配信（ＹｏｕＴｕｂｅを
予定）を行います。また、オンラインによりベストパフォーマンス賞の投票もできます。

日時　１１月２９日（日）　午前１０時３０分～正午

会場　ネッツたまぐーセンター多目的ホール

※ 観覧会場は３階研修室Ｂ

    

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｟
記
事
ID

…
３
１
８
５
｠
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
11
月
20
日

ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出

▽
直
接
持
参
…
社
会
教
育
課

※
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

費用無料

主催　ふれあい音楽祭実行委員会、市教育委員会

そ の他　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場へ

の立ち入り不可 ▽観覧会場ではマスク着用、人数制限

にご協力ください。

※次の２次元コードからアクセス可

※Ｆａｃｅｂооｋ「青梅　ふれあい音楽祭」または市

ホームページ（記事ＩＤ…２７１６３）に掲載のリン

クからも視聴可

問 い合わせ　社会教育課生涯学習推進係、ネッツたまぐー

センター☎２０－７１５０（当日のみ）

「ザ☆のどじまん」
h t t p s : / / d o c s . g o o g l e . c o m / f o r m s / d /
e/1FAIpQLSelss_2i9j3PLUxz-P_J3J_kJay0-
RISRakDfVyvIPgCT-9WA/viewform

市
役
所
庁
舎
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

期
間

12
月
１
日
｟
火
｠
～
３

日
｟
木
｠　

午
後
６
時
～
９
時

庁

舎

東

側

壁

面

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
ま
ん
延
し
て
い
る
な
か
、

医
療
活
動
に
従
事
し
て
い
る
す

べ
て
の
方
に
感
謝
と
敬
意
を
表

す
た
め
、
庁
舎
東
側
壁
面
を
青

色
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推

進
係

庁

舎

北

側

ベ

ラ

ン

ダ

　

今
年
、
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
、
ま
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

取
り
組
み
と
し
て
、
庁
舎
北
側

ベ
ラ
ン
ダ
を
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
の
国
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤

色
、
黄
色
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課
交

流
担
当

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

30
分
～
午
後
５
時

▽

フ

ァ

ッ

ク

ス

…

FAX
22
・

９
８
３
５

▽
電
子
メ
ー
ル
…

div705

0@city.ome.lg.jp

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

△乗願寺のお十夜



． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

スポーツ・観光・文化

次号の発行は１２月１日です

（１０）２ １１ １５

１１月の日曜納付窓口

日時　２２日（日）　午前９時～午後４時

問い合わせ　収納課収納管理係

１１月の納期限（１１月３０日）

▽国民健康保険税…５期

▽後期高齢者医療保険料…５期

▽介護保険料…５期

大門市民センター☎３１－２２５１

中 央 図 書 館 ☎ ２ ２ － ６ ５ ４ ３

自然素材のクリスマスリース作り　日時＝１２月４

日（金）　午前１０時～正午 ▽対象＝２０歳以上 ▽

講師＝造園施工管理技士　榎戸かおり氏 ▽定員＝

先着１５人（予

約制） ▽ 費用＝

１，５ ０ ０ 円 ※

当日集金 ▽ 持ち

物＝園芸用はさ

み、手袋、持ち

帰り用の袋、飾

り（お持ちの方）

▽マスクの着用、

中央図書館３階特設展示「科学道１００冊　

２０２０」 科学の魅力をお伝えする、よりすぐり

のラインナップです。「科学道１００冊」で選定さ

れた本や、科学の雑学に関する本を展示します。期

間中は展示資料の閲覧、貸し出しを行います。日程

＝１１月１８日（水）～令和３年１月１７日（日）

※第３月・火曜日、１２月２９日～１月３日は休館

▽直接会場へ ▽新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、利用は１時間まで。来館時に図書館カード

を必ず提示してください。体調不良 (せき・発熱な

ど )の方、マスクを着用していない方は、来館をご

遠慮ください。

手指の消毒にご協力ください ▽申し込み＝１１月

１７日の午前９時から電話で

　気候等で閉鎖期間が変更となる場合

もありますので、ご注意ください。

問 い合わせ　住友金属鉱山アリーナ青

梅（総合体育館）☎２４－７７２１、

市スポーツ推進課

　青梅市観光協会では、日本野鳥の会奥多摩支部の協力により、１２月の冬枯れが

進む御岳渓谷において、野鳥観察会を開催します。

　豊かな自然環境の御岳渓谷では、多くの種類の野鳥に会うことができます。

日 時　１２月１６日（水）　午前９時１５分御岳交流センター集合～午後１時３０

分同センター解散

※雨天中止

内 容　渓谷付近で見られる野鳥の紹介、

野鳥観察　ほか

講師　日本野鳥の会奥多摩支部

定員　先着１５人程度（予約制）

費 用　１，０００円（保険代、資料代、

弁当代）

服 装・持ち物 歩きやすい服、はきな

れた運動靴、筆記用具、双眼鏡（お

持ちの方）

申 し込み　１２月７日までに電子メール ome-2481@omekanko.gr.jp または電話

☎２４－２４８１で青梅市観光協会へ

※電話受付は１１月１６日（月）から

施設名 期間

ちがむら球技場

（野球場・テニスコート）
１２月１日～令和３年３月３１日

青梅スタジアム

（野球場・テニスコート）

令和３年１月１２日～３月３１日

※ ３月の土・日曜日、祝日は開放

友田レクリエーション

広場

（テニスコート）

令和３年１月１２日～３月３１日

※ ３月の土・日曜日、祝日は開放

屋 外 体 育 施 設 冬 季 閉 鎖 冬 の 御 岳 渓 谷　 野 鳥 観 察 会


